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こ
だ
い
ら
オ
ー
ル
公
民
館
ま
つ
り
、
学
習
成
果
発
表
展
を

同
時
開
催
し
ま
し
た
。 

 

音楽会 親子で楽しむ 
チリンとドロン 
（１月29日） 

検温やマスク着用の徹底、飛沫防止パネルの設置、こまめな換気等の感染症対策を行ったうえで、公民館

事業を行っています。 

利用者同士の十分な距離の確保、ご利用後の消毒をお願いいたします。 

公民館の新型コロナウイルス感染症対策については、小平市ホームページの施設案内に掲載されています

ので、ご確認ください。 

また飛沫防止パネルをご用意しておりますので、ご利用ください。利用後は消毒をお願いいたします。 

 

学習成果発表展 
（３月２日～６日） 

こだいらオール公民館まつり 講演会 
こども落語（３月５日） 

 ぜひ、皆様もご登録して 

ご活用ください！！ 

こだいらオール公民館
まつり（３月２日～６日） 
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◆詳細は、順次、市報やホームページに掲載いたします。  ◆保育付講座 … ★ 

    

                                     

                                     

   
 

※中止または内容等が変更になる場合があります。 

公民館 講座内容 公民館 講座内容 

地域支援講座 

中央 

小平のインフラを考える 小平の

上・下水道、普及の歩みを知る 
花小金井南 コミュニティカレッジ 

障がい者理解 仲町 
季節の味覚を愉しもう～小平産果

物編～ 

上宿 
江戸東京野菜 その歴史と育て方

や調理方法を学ぶ 
大沼 身近な小平の由来を知ろう 

上水南 

小平を知ろう～玉川上水に沿って

～ 
鈴木 マンスリーミニコンサート 

共に生きる やさしい日本語での

コミュニケーション 

健康づくり講座 

中央 
認知症は怖くない～不安を「生き

る力」に変える～ 
仲町 

しなやかな筋肉を維持するため

に！★ 

子育て支援講座 

中央 

困っている子どもの対応法につい
て～これって、ウチの子だけ？～ 

上水南 
心にゆとりを 楽しくアート書道
★ 

もしもの時の話をしよう 花小金井南 はじめての子育て 

花小金井北 
赤ちゃんとママの「ふれあって 笑
顔の子育て」 

大沼 
お野菜大好きっ子になるために、野

菜のお勉強会★ 
上宿 

ママのためのエクササイズ＆リラ
クゼーションメソッド★ 

ジュニア講座 

中央 

ジュニア大学 花小金井北 たのしく英語であそぼう 

星空観察と夜空や星の写真の撮り

方 
仲町 子どものための陶芸教室 

シニア講座 

中央 シルバー大学 

仲町 
スマホで学ぶコミュニケーション

ツール（1・2） 花小金井北 
初心者向けスマホ（アンドロイド）

講座 

文化・教養講座 

中央 

地球温暖化～私たちにできること

～ 
花小金井北 水彩で描こう！ 

パソコン等講座 仲町 
大人も子どもも楽しむ 初めての

ロボットプログラミング 

けやき青年教室 津田 初心者のためのチェス入門 
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令
和
３
年
６
月
に
花
小
金
井

北
公
民
館
主
催
で
開
催
さ
れ
た

講
座「
手
軽
に
楽
し
く
太
極
拳
」

の
受
講
者
５
人
が
、
大
野
谷
淳

子
さ
ん
（
小
平
市
武
術
太
極
拳

連
盟
Ａ
級
指
導
員
）
を
講
師
と

し
て
７
月
に
結
成
し
ま
し
た
。

ま
だ
、
発
足
し
た
て
、
男
性
２

人
、
女
性
３
人
の
全
員
が
そ
れ

ま
で
全
く
太
極
拳
を
体
験
し
た

こ
と
の
な
か
っ
た
初
心
者
ば
か

り
の
サ
ー
ク
ル
で
す
。 

月
２
回
の
活
動
で
す
。毎
回
、

見
様
見
真
似
で
少
し
は
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
か
の
よ
う
に
思

い
ま
す
が
、全
く
の
錯
覚
で
す
。

家
で
復
習
し
よ
う
と
す
る
と
、

も
の
の
見
事
に
覚
え
て
お
ら
ず
、

一
人
で
は
何
も
で
き
ず
、
次
回

か
ら
は
ま
た
一
か
ら
の
出
発
と

い
っ
た
具
合
で
す
。 

講
師
の
指
導
は
懇
切
、丁
寧
、

初
心
者
で
も
安
心
し
て
気
楽
に

参
加
で
き
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。 

活
動
日
に
和
気
あ
い
あ
い
、

仲
間
と
一
緒
に
体
を
動
か
す
だ

け
で
体
も
心
も
軽
く
な
り
ま
す
。

日
々
の
健
康
に
役
立
っ
て
い
ま

す
。 興

味
の
あ
る
方
、
一
緒
に
楽

し
く
太
極
拳
を
や
り
ま
せ
ん
か
。

い
つ
で
も
お
気
軽
に
見
学
、
体

験
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

た
だ
い
ま
、
会
員
募
集
中
で

す
。 

活
動
日 

第
２
・
４
木
曜
日 

時 

間 

午
前
１０
時
～
正
午 

会 

費 

月
２
千
円 

                    
 

本
サ
ー
ク
ル
は
、
上
宿
公
民

館
講
座
「
世
代
を
超
え
て
ビ
ー

ト
ル
ズ
」
の
参
加
者
で
始
ま
り

ま
し
た
。
そ
の
講
師
は
、
日
本

に
お
け
る
ビ
ー
ト
ル
ズ
研
究
第

一
人
者
・
藤
本
国
彦
さ
ん
で
、

時
代
を
超
え
た
ビ
ー
ト
ル
ズ
フ

ァ
ン
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
、
関

連
事
業
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、
著

作
な
ど
多
数
手
掛
け
て
い
る
方

で
あ
り
、
サ
ー
ク
ル
で
も
講
師

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

曲
を
聴
き
映
像
を
観
て
楽
し

み
つ
つ
、
作
詞
作
曲
や
レ
コ
ー

デ
ィ
ン
グ
が
ど
の
よ
う
に
進
め

ら
れ
て
い
っ
た
か
。
４
人
が
そ

れ
ぞ
れ
の
サ
ウ
ン
ド
や
個
性
を

活
か
し
つ
つ
、
ひ
と
つ
に
な
っ

て
ビ
ー
ト
ル
ズ
・
サ
ウ
ン
ド
が

創
ら
れ
て
い
っ
た
か
な
ど
な
ど
。 

ビ
ー
ト
ル
ズ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー

と
も
言
え
る
色
々
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
や
逸
話
な
ど
、
藤
本
さ
ん
な

ら
で
は
の
情
報
を
聞
か
せ
て
も

ら
い
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
魅
力
・

興
味
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。 

ご
興
味
が
あ
る
方
は
、
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
サ
ー
ク
ル
を
ご
見

学
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。 

活
動
日 
第
１
・
３
土
曜
日 

時 

間 
午
後
１
時
30
分
～

３
時
３０
分 

会 

費 

月
２
千
円 

問
合
せ 

０
９
０（
４
０
９
８
）

４
２
９
８ 

星
川 

m
int.hoshikaw

a@
g
m

ail.com
 

    

                   

小
川
七
宝
を
は
じ
め
て
今
年

で
22
年
目
に
な
り
ま
す
。 

皆
さ
ん
は
〝
七
宝
焼
（
し
っ

ぽ
う
や
き
）
〟
を
ご
存
知
で
し

ょ
う
か
。 

「
名
前
は
聞
い
た
こ
と
は
あ

る
け
ど
、
ど
う
い
っ
た
焼
き
物

な
の
か
は
分
か
ら
な
い
。」 

そ
ん
な
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

か
と
思
い
ま
す
。 

七
宝
焼
に
は
色
々
な
技
法
が

あ
り
ま
す
が
、
素
地
に
ガ
ラ
ス

質
の
釉
薬
を
の
せ
て
焼
く
と
、

宝
石
の
よ
う
に
美
し
く
輝
き
ま

す
。 私

た
ち
の
教
室
で
は
、
下
野

川
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、
日

常
会
話
も
交
え
な
が
ら
、
ネ
ッ

ク
レ
ス
や
ブ
ロ
ー
チ
な
ど
の
ア

ク
セ
サ
リ
ー
を
中
心
に
楽
し
く

作
品
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

と
き
に
は
、
七
宝
焼
の
絵
な

ど
、
大
き
な
作
品
に
も
挑
戦
し

て
い
ま
す
。 

た
だ
い
ま
、
会
員
を
募
集
中

で
す
。
手
作
り
が
好
き
な
方
、

興
味
の
あ
る
方
は
、
是
非
お
気

軽
に
、
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。 

活
動
日 

第
１
・
３
火
曜
日 

時 

間 

午
後
１
時
～
５
時 

会 

費 

月
２
千
円 

（
材
料
費
は
別
途
） 

問
合
せ 

０
９
０（
９
３
２
４
）

８
５
２
７ 

細
井 

og
aw

ashippou@
g
m

ail.com
 

                   

花
小
金
井
北
公
民
館 

や
さ
し
い
太
極
拳 

上
宿
公
民
館 

エ
ン
ジ
ョ
イ 

ザ
・
ビ
ー
ト
ル
ズ 

小
川
公
民
館 

小
川
七
宝 

公民館利用サーク

ルの情報をホーム

ページに掲載して

います。「小平市公

民館 団体一覧」で

検索、または公民館

窓口にお問い合わ

せください！ 
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令
和
２
年
４
月
に
教
育
委
員

会
よ
り
委
嘱
さ
れ
、
本
年
３
月

末
ま
で
２
年
間
活
動
し
て
き
ま

し
た
。 

世
界
中
に
蔓
延
し
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
私

た
ち
の
生
命
を
脅
か
し
、
こ
れ

ま
で
の
暮
ら
し
や
働
き
方
を
根

本
か
ら
変
え
る
可
能
性
を
持
っ

て
お
り
、
過
去
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
日
常
下
に
お
か
れ
ま
し

た
。
公
民
館
臨
時
休
館
と
い
う

経
験
を
経
て
、
社
会
教
育
法
に

基
づ
い
た
市
民
の
学
び
の
場
、

交
流
の
場
で
あ
る
公
民
館
は
誰

で
も
集
え
る
場
所
で
あ
り
、
対

面
で
活
動
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
再
認
識
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 

同
時
に
感
染
対
策
と
「
つ
な

が
り
」
を
持
つ
こ
と
を
模
索
す

る
中
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
普
及

は
、
対
面
の
場
に
ア
ク
セ
ス
が

し
に
く
か
っ
た
人
々
に
学
び
や

情
報
を
届
け
る
こ
と
も
可
能
に

し
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活

用
は
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
多

く
の
人
に
学
び
や
情
報
を
届
け

る
通
路
と
な
り
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
、
サ
ー
ク
ル
活
動
の

縮
小
、
公
民
館
ま
つ
り
や
公
民

館
講
座
の
中
止
、
利
用
者
の
減

少
や
高
齢
化
、
コ
ロ
ナ
禍
の

様
々
な
制
約
の
中
で
、
人
と
ひ

と
の
距
離
が
遠
く
な
っ
て
い
く

こ
と
は
、大
き
な
課
題
と
な
り
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
新
た
な
役
割
や

地
域
の
拠
点
と
し
て
の
居
場
所

づ
く
り
な
ど
、
公
民
館
を
取
り

巻
く
環
境
が
変
化
し
て
き
て
い

ま
す
。 

令
和
２
、
３
年
度
、
公
民
館

運
営
審
議
会
で
は
、
自
主
研
修

会
に
お
い
て
、
対
面
と
オ
ン
ラ

イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
形
式
で

事
業
企
画
委
員
と
の
意
見
交
換

会
の
開
催
、
田
中
雅
文
氏
「
コ

ロ
ナ
禍
で
の
公
民
館
の
あ
り

方
」、
安
藤
聡
彦
氏
「
緊
急
事
態

宣
言
後
の
公
民
館
の
あ
り
方
」、

加
藤
勉
氏
「
誰
も
取
り
残
さ
な

い
居
場
所
づ
く
り
」
な
ど
を
学

び
、
審
議
を
重
ね
ま
し
た
。
ま

た
、
公
民
館
活
動
状
況
を
把
握

し
て
き
ま
し
た
。 

公
民
館
が
市
民
の
学
習
権
を

保
障
す
る
教
育
施
設
で
あ
る
こ

と
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
ま
で
の

成
果
と
次
期
令
和
４
年
度
、
５

年
度
の
公
民
館
活
動
及
び
運
営

審
議
会
の
一
助
と
な
る
よ
う
に

提
言
を
作
成
し
提
出
し
ま
し
た
。 

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
下
に
お
け
る
公
民
館

の
役
割
に
つ
い
て
」
～
居
場
所

づ
く
り
と
つ
な
が
り
支
援
の
拠

点
と
し
て
の
機
能
～ 

公
民
館
運
営
審
議
会
は
令
和

４
年
３
月
末
を
も
ち
ま
し
て
、

２
年
間
の
任
期
を
終
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様

か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
公
民
館
運
営
審
議
会
会
長  

勝
谷
美
紀
子
） 

               
第
二
課
題
別
集
会 

社
会
教
育
士
の
役
割 

～
い
ま
、
公
民
館
に
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
～ 

日
時 

１
月
28
日
（
金
） 

場
所 

小
平
市
中
央
公
民
館 

助
言
者 

青
山
鉄
兵
さ
ん
（
文

教
大
学 

人
間
科
学
部 

准
教

授
） 公

民
館
運
営
審
議
会
委
員
、

公
民
館
利
用
者
、
公
民
館
職
員

等
を
対
象
に
し
た
研
究
大
会
は
、

今
年
度
も
、
各
市
ご
と
に
課
題

別
集
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
感
染
拡
大
を
念
頭

に
、
小
平
市
で
は
、
対
面
と
オ

ン
ラ
イ
ン
配
信
の
併
用
を
念
頭

に
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
、
助
言
者
、
受
講

者
の
全
員
が
、
テ
レ
ビ
会
議
シ

ス
テ
ム
（
ズ
ー
ム
）
参
加
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
新
た

な
学
び
の
機
会
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 

 

社
会
教
育
主
事
養
成
講
習
で

講
師
を
務
め
て
い
る
青
山
さ
ん

の
Ｉ
Ｔ
を
駆
使
し
た
説
明
に
よ

り
、
文
部
科
学
省
が
社
会
教
育

士
の
取
り
組
み
の
中
で
も
、
重

点
を
置
い
て
い
る
「
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
能
力
」「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
能
力
」「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
能
力
」に
つ
い
て
学
び
、

そ
の
社
会
教
育
士
の
役
割
を
知

る
こ
と
で
、
公
民
館
に
期
待
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
深
く
考
え
る

機
会
に
な
り
ま
し
た
。 

           

 

  
２
年
間
の
活
動
を 

振
り
返
っ
て 

 
中央公民館     電話  ０４２（３４１）０８６１ 

FAX ０４２（３４１）０８８３ 
小川公民館     電話＆FAX ０４２（３４３）３６２０ 
花小金井北公民館  電話＆FAX ０４２（４６２）５７９０ 
上宿公民館     電話＆FAX ０４２（３４５）１１６４ 
上水南公民館     電話＆FAX ０４２（３２５）４１３３ 
小川西町公民館    電話＆FAX ０４２（３４３）１４１５ 
花小金井南公民館  電話＆FAX ０４２（４６１）０８６１ 
仲町公民館     電話  ０４２（３４１）０８６２ 

FAX ０４２（３４４）７１５２ 
津田公民館     電話＆FAX ０４２（３４２）０８６３ 
大沼公民館     電話＆FAX ０４２（３４２）１８８８ 
鈴木公民館     電話＆FAX ０４２（３８８）００５０ 
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